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「うみたまi」
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解 iまで理番く信さtl。 l株800円
権
在
民
」

と
「恒
久

平
和
」
を

基
本
理
念

に
し
て
い

る
こ
と
。 

ま
た
、
戦

争
に
よ
っ

て
、
死
ん

で
い
った

多
く
の
屍

の
心
を
汲

み
取
り
、

っ
て
い
ま
し
た
が
、
全
面
改
装
を
行

い
「う
み
た
ま
ご
」
と
し
て
、
再
出

発
し
ま
し
た
。 
「う
み
た
ま
ご
」
で

.は
、
全
員
が
自
由
行
動
を
と
り
、
各

自
、
水
族
館
の
中
を
見
物
し
て
い
ま

し
た
。 特
に
圧
巻
は
、
大
水
槽
で
、

そ
の
中
を
ゆ
う
ゆ
う
と
泳
ぐ
魚
た
ち

の
泳
ぎ
は
見
事
な
も
の
で
し
た
。

昼
食
は
、
別
府
の
ホ
テ
ル
「清
風
」

で
、
鯛
の
生
き
造
り
を
は
じ
め
、
ご

馳
走
が
沢
山
で
ま
し
た
。

' 

新
鮮
な
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
r清

風
」
の
サ
ー
ビ
ス
で
マジ
ツク
シ
ョ

マジック大二ラタンg 

た0 

昔、
- l

マ
リ
ン
パ
レ
ス

L _

と
口

や0、第9 4号

點 。
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初
め
て
研
修
旅
行
に
参
加
し
ま
し

た
。 車
中
の
理
事
長
の
「平
和
に
つ

い
て
」
の
講
和
に
同
感
し
ま
し
た
。 

大
分
の
「う
み
た
ま
ご
」
は
改
装
後

初
め
て
行
き
ま
し
た
。 
素
晴
ら
し
い

施
設
で
し
た
。 
旅
館
の
食
事
や
温
泉

等
も
素
晴
ら
し
<
の
ん
び
り
と
く
つ

ろ
ぎ
ま
し
た
。 そ
の
上
、
車
中
の
時

間
当
て
ク
イ
ズ
で
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ

ク
で
ビ
タ
リ
賞
を
頂
き
ま
し
た
。 楽

し
く
有
意
義
な
一 日
を
過
ご
し
ま
ー
ー

た
。 有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｠
"
,4常
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発 行 者
特定非営利活動法人
通院介護センター 
さ わ や か

j 'l
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第
二
十
一回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

交
流
会
が
、
十
月
二
十
四
日
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

早
朝
八
時
に
八
幡
駅
前
を
出
発
、
小

倉
駅
北
口
を
八
時
二
十
分
に
、
大
分

県
の
「う
み
た
ま
ご
」
に
向
け
て
貸

切
バ
ス
は
走
り
だ
し
ま
し
た
。
今
回

の
参
加
者
は
三
十
七
名
で
、
パ
ス
の

口
マ
ン
ス
シ
ー
ト
は
満
席
の
状
態
で

し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
、
山
田
副
理

事
長
が
司
会
兼
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

最
初
に
、
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

研
修
は
、
江
頭
理
事
長
よ
り
r平
和

に
つ
い
て
」 
(独
断
と
偏
見
で
語
る
) 

と
い
う
題
目
で
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。 

理
事
長
は
、
最
初
に
「日
本
国
意
法

前
文
」
を
読
み
、
こ
の
意
法
は
r主

界
の
知
名
人
の
名
前
を
あ
げ
、
そ
の

人
々
の
平
和
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
人
が
日
本
人
を
殺
し
た

七
三 一 部
隊
の
話
は
聞
<
人
に
驚
き

を
与
え
ま
し
た
。 
理
事
長
は
、
最
後

に
「平
和
」
の
大
切
さ
を
述
べ
て
、

研
修
を
終
わ
り
ま
し
た
。

途
中
バ
ス
は
、
太
平
楽
で
ト
イ
レ
休

憩
を
し
ま
し
た
。 そ
の
後
、
パ
ス
の

中
は
、
ゲ
ー
ム
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

難
解
な
漢
字
の
読
み
方
、
恒
例
の
時

間
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
、
楽
し
み
な
が

ら
「う
み
た
ま
ご
」
に
到
着
し
ま
し

な
ど
楽
し
み
ま
し
た
。

バ
ス
は
混
雑
す
る
国
道
十
号
線
走

り
、
十
八
時
三
十
分
に
小
倉
駅
北
ロ

に
到
着
し
ま
し
た
。 研
修
交
流
会
に

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。 
研
修
交
流
会
は
滞
り
な
<
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。 次
回
は
、
年
明
け
に

計
画
し
て
い
ま
す
。

尚
、
当
日
は
長
崎
県
佐
世
保
市
か

ら
、
通
院
介
護
支
援
セ
ン
タ
I
 rほ

ほ
え
み
佐
世
保
」
の
岡
睦
子
コ
ー
デ

言
原
博
通

1
を
催
し
て
<
れ
ま
し
た
。 本
来
な

ら
、
支
配
人
と
名
物
マ
ジ
ッ
ク
犬
rラ

タ
ン
」
君
の
シ
ョー
の
予
定
で
し
た

が
、
「ラ
タ
ン
」
君
、
足
の
故
障
の

た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
二
人
で
出

演
さ
れ
ま
し
た
。 最
後
に
、
事
務
局

か
ら
、
支
配
人
に
お
礼
と
共
に
、
前

も
っ
て
準
備
し
て
い
た
、
rラ
タ
ン
」

君
に
、
ご
褒
美
の
ジ
ャ
ー
キ
ー
と
骨

ガ
ム
の
首
飾
り
を
ス
タ
ッ
フ
に
託
し

ま
し
た
。 
昼
食
後
の
風
呂
も
本
当
の

温
泉
で
、
屋
上
露
天
風
昌
も
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
ひ
と
風
呂
あ
び

て
い
ま
し
た
。 帰
路
、
安
心
・院
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
に
寄
り
、
ワ
イ
ン
の
試
飲

八 . 
種
ポi 
ン l - 1 Tイ 1 
ア 1

l 

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
研
修
の
為
、
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
の
翌
日
、
ホ
テ
ル
「清
風
」

の
支
配
人
か
ら
、
「さ
わ
や
か
」
に

お
礼
の
電
話
が
は
い
り
ま
し
た
。 
rさ

わ
や
か
」
で
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。 
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先
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
・交
流

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 資
料
を
見
て
、

江
頭
理
事
長
の
講
義
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
し
た
。 題
は
「平
和
に
つ
い
て
」 
( 

独
断
と
偏
見
で
語
る
) バ
ス
の
中
で
の
お

話
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
釘
付
け
に
な
り
、

心
に
迫
る
そ
の
お
話
に
や
は
り
涙
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。 今
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
深
<
感
じ
ま
し
た
ね
。

ま
た
、
「さ
わ
や
か
」
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
様
の
細
や
か
な
心
づ
か
い
に
「さ
わ
や

か
」
の
男
性
は
お
や
さ
し
い
ん
だ
な
と
い

う
事
を
強
調
し
て
書
い
て
お
き
ま
す
。 漢

字
ク
イ
ズ
で
は
、
難
し
い
字
で
し
た
が
、

当
て
て
賞
品
を
い
た
だ
き
ラ
ッキ
I
。 
マ

フ
ラ
ー
こ
れ
か
ら
重
宝
し
ま
す
。 別
府
で

の
親
睦
会
も
和
や
か
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

様
と
は
、
残
念
な
が
ら
お
話
を
す
る
時
間

が
な
か
った
の
で
す
が
、
皆
様
の
明
る
い

感
じ
と
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
<
 

だ
さ
い
。 最
後
ま
で
行
き
届
い
た
御
世
話

を
さ
れ
た
江
頭
理
事
長
は
じ
め
コー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 本
当
に
良
い
、
研
修
会

・交
流
会
で
し
た
。 参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 今
度
は
是
非
、
佐
世
保
へお

越
し
く
だ
さ
い
。 ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
様

も
た
<
さ
ん
来
て
く
だ
さ
い
。 お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

面手に花で ・ ・ ・'l' 
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初仍'ご'

ホテル清日の
フロントの姫野さん

巨峰のソフトクリームに舌鼓

ii參加し◆ 八aポニランティァ l 
「さわやか」の皆様、はじめまして、私は八幡東 した。 大iI 公明  

区在住の大江と中します。 バスは私の計算通り ? ? ?に別府 I ・cに到着した
私自身、長年の慢性腎炎から腎不全となり今年の ものの、料金所の手前から急にのろのろ運転になり
6月に血液透析を導入したのがきつかけで、現在さ 、すかさず前方に目をやると、ゲェッ ・なんじゃこ
わやかの送迎ボランテイアのお手伝いをさせていた りゃ~ ! マイ力一やマイクロバスが数珠つなぎじゃ
だいております。 ないですかぁ。
さて、日本列島に多大な被害をもたらした台風2 さすが行楽の秋、そして日曜日 おまけにここは観

3号も数日前に通り過ぎ、行楽の秋にふさわしい好 光地 ・別府、列をなしている車るi1 台また 1 台と料
天に恵まれた 1 0月 2 4 日 (日) に第21回ボランテ 金所を通過するごとに時間は過ぎていき、同時に豪
イア研修交流会が行われました。 華賞品も私の手を通過してしまいました。
私は今回が初めての参加であり、また急違「うみ また 他にも多種多様の楽しいクイズや「大分の士

たまご」に行きた< なつた小学生の娘を連れての参 四六さん」のお話で車内は大いに盛りあがり、あ;
加となりました。 直近での娘の参加申し込みにもか っ一一一と言う間に、うみたまご到着。
かわらず、快く承諾していただきました、スタッフ 全員で記念撮影をしてから館内へ、お昼は別府市内
の方、どうもありがとうございました。 のホテル清風で食事をしながら、到着時間当てクイ
当日の朝は貸切パスで八幡駅前から出発、途中小倉 ズに的中した方やブービ一賞、前賞、その他にもュ
駅前から参加されるボランテイアさんも全員乗車さ =ークないろんな賞の発表と賞品の贈呈がありまし
れ、パスは日豊路を一路南へ。 車中では江頭理事長 た。
の「平和について」の講話がありました。 その後、別府湾が一望できる屋上露天風呂で汗をな
私たちが今こうしてる時でも、世界中のどこかの国 がし、帰路の安心院の葡萄酒工房でほんのり色づく
では悲惨なテ口や戦争は起きていると言う事。 私た 紅葉で甘ロのヮインを試飲、新士'書'町の道の駅では
ちが平和な国で生活できる喜びと、全世界が平和で たくさんのコスモスに見送られ、ロi.和のありがたさ
ある事の重要さを再認識させられました。 と初秋が満喫できた素晴らしい一日となりました
バスが宇佐有料道路にさしかかる頃になると、さわ 最後になりますが、今回いろいろとお世話して下さ
やかの恒例だとお聞きしました到着時間当てクイズ _j,、ま・した_、スタッフの皆様、お疲れさまでした 本
、..今回は別府 I ・C到着予定時間・を予想するもので 当・にありがとうございました。 .,..' -- . 


